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研究成果の概要（和文）：本研究では、母豚において扁桃がPRRSウイルスの増殖の場として重要であることを我々の開
発したISH増感法で明らかにした。口腔液中で検出されるPRRSVの主な局在部位は口蓋扁桃であることが示唆された。農
場内における母豚等におけるウイルス動態の調査に大変有用であると考えられた。
本研究で行った調査ではクラスターⅠ、Ⅱ、Ⅳ型のウイルス株が検出された。特に南九州のある地域においてはクラス
ターⅣに分類されるウイルス株が多い傾向にあった。

研究成果の概要（英文）：The objectives of the present study were to evaluate the anatomic localization of 
porcine reproductive and respiratory syndrome virus (PRRSV) in naturally infected pigs and to determine 
whether oral fluid could be used to detect the virus in infected animals. Our results confirm previous 
findings that PRRSV primarily replicates in tonsils and is then shed into oral fluid. Therefore, oral 
fluid sampling may be effective for the surveillance of PRRSV in breeding herds.
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１．研究開始当初の背景 
1）PRRS は世界の養豚業界において経済

的損失が最も大きい疾病の一つで、本疾

患による我が国の推定損失額は年間 280

億円と報告されている。宮崎・鹿児島は

全国有数の畜産県で、豚の飼養頭数は両

県で全国 1 位、2 位を占めており、本疾

患の対策は最重要課題である。 

本疾患の主な感染経路は、ウイルス排泄豚

との直接接触であるが、ウイルス血症の妊娠

豚では垂直感染も成立する。母豚から子豚へ

の感染を抑えないと、子豚の移動と共に離乳

～肥育期におけるウイルス循環を断ち切れ

ず、PRRS を抑えられない。本疾患の対策とし

て「母豚群の抗体価の安定・持続化」が広く

提唱されている。具体的には、更新雌豚に対

する生ワクチンの接種や発育不良豚との同

居感染などで母豚群全体の抗体価を同一レ

ベルにして、ウイルスの未排泄を確認後、

PRRS 陰性子豚を分娩させる方法である。しか

し、母豚群の抗体価に高低差が多く、血清中

にウイルス遺伝子が検出される例もあり、そ

の対策は極めて難しいのが現実である。その

一因として、母豚の扁桃腺などに持続感染し

たウイルスが、分娩などのストレス時に増殖

し、ウイルス血症を起すと考えられている。

しかし、母豚に関する研究報告は少なく、持

続感染様式には不明な点が多く残されてい

るため、本症の防御対策の遅延要因にもなっ

ている。持続感染状態の母豚ではウイルス

RNA 量の少ないことが予想される。したがっ

て、母豚のウイルス感染細胞を特定するため

には、微量ウイルス抗原または遺伝子を検出

する技術が不可欠である。 

2）PRRS ウイルスでは、遺伝子変異の幅が非

常に大きく多くの変異株が存在し、地域によ

ってウイルス株が異なるため、予防対策上の

大きな難題になっている。ウイルスゲノムで

一番変異しやすい領域は、エンベロープ糖タ

ンパクをコードする ORF5 で、本領域のシー

クエンス解析により株同定が行なわれてい

る。しかし、畜産基地に立地する南九州のウ

イルス株の遺伝的性状は十分に解析されて

いない。 

 
 
２．研究の目的 
母豚における持続感染様式の解明および

南九州におけるウイルス流行株の遺伝子性
状の解析を目的として、以下のことを明らか
にする。 
１） 宮崎県内のPRRS陽性農場において、年4

回、母豚の血清中のウイルス遺伝子およ
びELISA抗体価を調べ、母豚群における
ウイルス動態および抗体価の推移を明
らかにする。 

２） 上記１）をもとに母豚の検査を行い、各
種臓器をタイラマイドISH増感法などで
調べ、持続感染細胞などを明らかにする。 

３） 母豚由来ウイルス株、流産胎児由来株な
らびに子豚の肺炎由来株をシークエン
ス解析し、母豚で検出されたウイルス株
が流産や呼吸器病などに関与している
かを明らかにする。 

４） 宮崎県を中心に、鹿児島県、熊本県、大
分県の病豚等を幅広く検査し、ウイルス
株の遺伝子性状を調べ、南九州における
ウイルス流行株の遺伝的特徴を明らか
にする。 

 
３．研究の方法 
母豚における持続感染様式を解明し、南九

州におけるウイルス株の遺伝子性状を明ら

かにするために、以下の研究項目を実施する。 

１）宮崎県の PRRS 陽性農場における母豚の

解析 

（１）血清（母豚あるいは繁殖候補雌豚）の

遺伝子検査および抗体検査でウイルスの動

態と抗体価の推移を明らかにする。 

（２）流産胎児や呼吸器疾患などを示した子

豚のウイルス株を調べ、母豚で検出されたウ

イルス株が流産や呼吸器病などとどのよう

に関与しているかを明らかにする。 

（３）母豚の検査は流産等の理由で廃棄にな

る症例あるいは上記（１）の結果をもとに実

施し、タイラマイド ISH 増感法にてウイルス

感染臓器や感染細胞を明らかにする。 



（4）PRRSフリーの繁殖候補雌豚を導入後、

経時的に口腔液を採取し、口腔液におけるウ

イルスの動態と扁桃でのウイルス増殖につ

いて検討する。 

２）宮崎県・鹿児島県を中心とした他農場に

おける病豚の解析 

宮崎県の各食肉衛生検査所にて廃豚や出

荷豚の各種臓器を調査し、宮崎県を中心とし

た南九州（鹿児島県、熊本県、大分県を含む）

のウイルス株の遺伝的性状を幅広く調べる。 
 
４．研究成果 

 1）母豚群で検出されるウイルス株が流産

や子豚の呼吸器病の原因になっているかを

明らかにするために、対象農場で発生した流

産母豚および胎児におけるウイルス遺伝子

の局在などを詳細に解析した。流産母豚にお

いてウイルス遺伝子は唾液、扁桃で検出され、

その他の臓器において PCR 陰性を示した。

一方、流産胎児においてウイルス遺伝子は肺

と胎盤で検出された。シークエンス解析の結

果、母豚の扁桃で検出された PRRS ウイルス

ORF5 遺伝子の塩基配列は流産胎児のそれと

100％の相同性を示した。また、子豚の肺炎

材料より、同じウイルス株が検出された。以

上の成績より、母豚群で検出されたウイルス

株が流産や子豚の呼吸器病の原因になって

いることが明らかになった。さらに、母豚の

唾液でウイルスが検出されたことから、持続

感染豚における口腔液検査の有用性が示唆

された。 

2）流産母豚における感染細胞を明らかにす

るために、扁桃を用いて免疫組織化学法と

ISH 法の二重染色を実施した。その結果、ウ

イルス感染細胞は扁桃陰窩周囲や粘膜固有

層のマクロファージもしくは樹状細胞であ

ることが示された。また、ウイルスが唾液で

検出される一因として、感染細胞の一部が口

腔内に脱落するためと推測された。 

対象農場において母豚の血清を採取し、

PRRS ウイルスの遺伝子検査を行ったところ、

46 例中 1 例が PCR 陽性を示した。次に、母

豚血清および唾液を経時的に採取し、ウイル

ス感染状況を解析した。対象母豚は、血清あ

るいは口腔液サンプルで PCR が陽性になっ

た症例、高い抗体価を示した症例、流産歴の

ある症例とし、合計 42例の扁桃を採取した。

これらの扁桃より RNA を抽出し、PRRS ウ

イルス遺伝子を検査したが、全ての症例は陰

性を示した。 

以上の成績より、母豚において扁桃が

PRRS ウイルスの増殖の場として重要である

ことが明らかになった。感染細胞の一部は口

腔内に脱落し、口腔液検査で検出されること

が示唆された。 

3）対象農場において導入した PRRS ウイ

ルスフリーの繁殖候補雌豚を経時的に口腔

液を検査してウイルス動態を明らかにし、本

検査の有用性を検討した。その結果、PRRS

ウイルスは導入後 3週で口腔液より検出され、

導入後 11 週で検出されなくなった。また、

導入後 4 週および導入後 5 週の死亡豚を検査

したところ、扁桃より PRRS ウイルスが検出

された。次に宮崎県および鹿児島県内の複数

農場にて発育不良豚を検査したところ、多く

が豚呼吸器複合感染症と診断され、肺より

PRRS ウイルスが検出された。また、ORF5

遺伝子に基づく北米型 PRRS ウイルスの分

子系統樹解析を行ったところ、クラスターⅠ、

Ⅱ、Ⅳ型のウイルス株が検出された。特にあ

る地域においてはクラスターⅣに分類され

るウイルス株が多い傾向にあり、今後さらに

症例数を増やして検討する必要がある。 
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